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第 32 年度ソフトウェア品質管理研究会 第 5 分科会（品質チーム）活動報告 付録 

 

AAAA....    ラルフチャートについてラルフチャートについてラルフチャートについてラルフチャートについて    

 ラルフチャートは，HAYST 法においてテストの対象となる目的機能についてテストすべ

き因子を導出するために用いられる表記法である（参考文献[11], [12]）．目的機能に対す

る入力・出力・状態変数・ノイズ・アクティブノイズを図 1 の形で図式化する． 

 

目的機能を

表す図

入力 出力

ノイズ・アクティブノイズ

状態変数

 

図図図図 1111 ラルフチャートラルフチャートラルフチャートラルフチャート    

 

 チャートの中央には，テストの対象となる目的機能を表す四角形（ボックス）を置く．

ボックス自体はシステムを表すが，中にはテストの対象となる目的機能に関する事項を記

す．ボックス内部の記述方式に関して特に規定はない． 

ボックスの左側に入力を，右側に出力を書く．図の上下には機能の動作（振舞い）に影

響する要素として，状態変数（図下部）とノイズ・アクティブノイズ（図上部）を書く．

それぞれの意味は次の通りである． 

� 入力： 目的機能への入力 

� 出力： 目的機能の動作の結果である出力 

� 状態変数： 目的機能の動作の際に参照/更新される，システムの内部変数 

� ノイズ： 目的機能の動作の妨げになる外部要因（環境，状況，他機能の動作等） 

� アクティブノイズ： ノイズの中でも，システムに対する意図的な干渉 
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BBBB....     ラルフチャート差分比較手法ラルフチャート差分比較手法ラルフチャート差分比較手法ラルフチャート差分比較手法    実験結果実験結果実験結果実験結果    

BBBB.1.1.1.1    研究員研究員研究員研究員 1111    

 

 

 

 

 

 

 

 

図図図図 2222    手順①手順①手順①手順①    6W2H6W2H6W2H6W2H    

図図図図 3333    手順①手順①手順①手順①    FVFVFVFV 表表表表    
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図図図図 4444 手順②手順②手順②手順②    変更後のラルフチャート変更後のラルフチャート変更後のラルフチャート変更後のラルフチャート    

図図図図 5555    手順③手順③手順③手順③    変更前のラルフチャート変更前のラルフチャート変更前のラルフチャート変更前のラルフチャート    
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BBBB....2222    研究員研究員研究員研究員 2222    

 

 

 

図図図図 6666 手順①手順①手順①手順①    6W2H6W2H6W2H6W2H    

 

 

 

 

 

図図図図 7777 手順①手順①手順①手順①    FVFVFVFV 表表表表    
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図図図図 8888    手順②手順②手順②手順②    変更後のラルフチャート変更後のラルフチャート変更後のラルフチャート変更後のラルフチャート    

図図図図 9999    手順③手順③手順③手順③    変更前のラルフチャート変更前のラルフチャート変更前のラルフチャート変更前のラルフチャート    


